
 
 
老人や身体障害者が使う車椅子についての質問です。 
車椅子が上り下りするスロープの許される勾配を教えてください。 
公的(法的)な規制があればその規制法の名称も教えてください。 
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​

車椅子が上り下りするためのスロープに関する勾配の基準は、一般的に国や地域によって異な

りますが、多くのガイドラインや規制で共通の原則があります。日本における車椅子用スロープ

の勾配基準は、「バリアフリー新法」として知られる「高齢者・障害者等の移動等の円滑化の促進

に関する法律」や「建築基準法」に基づく規定が適用されます。 

通常、車椅子用スロープの勾配は、安全で快適な移動を確保するために比較的緩やかである必

要があります。具体的には、勾配は1:12（すなわち、12メートルの水平距離につき1メートルの垂

直高さ）が一般的な基準とされています。しかし、より短い距離では、1:10の勾配も許容される場

合があります。 

また、スロープの長さに応じて中間に平らな休憩スペースを設ける必要がある場合もあります。こ

れは、長いスロープを利用する際に車椅子ユーザーが安息を取れるようにするためです。 

これらの基準は、公共の建物や施設のアクセシビリティを向上させるために設けられています。

しかし、私有の建物や小規模な施設ではこれらの基準が厳密に適用されない場合もあります。そ

れでも、バリアフリー設計の原則に沿ったスロープの設計は、車椅子ユーザーや高齢者などの

利用者にとって非常に重要です。 

 

あなた 
この法律「バリアフリー新法」では、「スロープの勾配」を規制しています。スロープを作るに於い

て、この法律はどのような場合に規制を外されますか？決められた勾配よりキツイ勾配のスロー

プを作っても問題ないのはどのような状況であるかを教えてください。 
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「高齢者・障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」に基づくスロープの勾配規制は、主

に公共の建物や施設に適用されます。特定の状況において、決められた勾配より急なスロープ

が許容される場合がありますが、これは一般に限られた状況下でのみ認められます。 



例えば、歴史的建造物や既存の建物で物理的な制約がある場合、規定の勾配を満たすことが

困難または不可能な場合があります。このような状況では、より急な勾配のスロープが許容され

ることがあります。しかし、その際にも、可能な限りバリアフリー設計の原則に沿った対策が求め

られます。例えば、追加の手すりの設置や滑り止めの施工など、安全性を確保するための措置

が必要となります。 

重要なのは、規定からの逸脱は特別な状況に限られ、一般的な建設や改修プロジェクトでは、法

律で定められた基準に従うことが必要です。また、個々の状況により適用される規制が異なる可

能性があるため、具体的なケースについては専門家の意見を仰ぐことが推奨されます。 

あなた 
[具体的なケースについては専門家の意見を仰ぐことが推奨されます。] という、この場合の専門
家とはどのような有資格者をさしますか？名称を教えてください。 
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この場合の専門家とは、主に建築に関する資格を持つ専門家を指します。これには以下のような

有資格者が含まれます： 

​​ 建築士：建築士は建築の設計や工事の監理に関する専門知識を持つ資格者です。彼ら

は建築基準法やバリアフリー法などの法規に精通しており、適切なスロープの設計やそ

の他のバリアフリー要件に関するアドバイスを提供できます。 

​​ 土木工学者：土木工学の専門家も、公共空間や外部施設におけるバリアフリー設計に関

する知識を持っています。彼らは特に、道路や歩道の設計に関連するアクセシビリティの

問題に精通していることが多いです。 

これらの専門家は、特定の建築プロジェクトや改修作業において、法規に準拠したアドバイスを

提供し、安全でアクセシブルな環境を設計する上で重要な役割を果たします。 

あなた 
スロープで車椅子を使うのは、もちろん身体の自由が利きにくい人と思います。そのような人が

バリアフリー新法で定められた勾配を守っていないスロープで事故をおこした場合に損害賠償訴

訟を起こすことが懸念されます。そのような場合を想定して相談するとすれば、どのような職業の

人になりますか？ 
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事故による損害賠償訴訟に関する相談には、以下のような職業の専門家が適しています： 

​​ 弁護士：法律に関する専門知識を持ち、損害賠償訴訟に関するアドバイスを提供できる

専門家です。弁護士は事故の状況、法的な責任、賠償請求の可能性などを評価し、訴訟

の過程をサポートします。 



​​ 法律相談所または消費者センター：これらの機関は一般的な法的アドバイスを提供し、

必要に応じて適切な専門家への紹介を行うことがあります。 

​​ 保険会社：事故が発生した場合、関連する保険会社にも相談することが重要です。特

に、公共の場所や施設における事故の場合、施設の保険が関係することもあります。 

このような場合では、事故の状況を詳細に理解し、適切な法的アドバイスを得るために、これら

の専門家と相談することが重要です。 

あなた 
バリアフリー新法に定める「公的な場所ではない」ところにこの法で定める勾配を守らない(きつい
勾配)のスロープを作ります。今の段階において、どのような対応をしておくべきでしょうか？事故
発生後の訴訟などへの備え、事故を起こさないための配慮などで考えられることを教えてくださ

い。 
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公的な場所ではない場所に、バリアフリー新法で定める勾配基準を守らないスロープを作る場

合、以下の対策を考慮することが重要です： 

​​ 安全対策の強化：滑り止めの材質を使用する、手すりを設置する、照明を強化するなど、

安全性を高めるための措置を講じる。 

​​ 警告表示の設置：スロープの勾配が通常より急であることを示す明確な表示を設置す

る。 

​​ 保険の検討：訪問者が事故に遭った場合に備えて、適切な保険を検討する。 

​​ 法的アドバイスの受け入れ：建築士や弁護士から、法的なリスクについてアドバイスを受

ける。 

これらの措置は、事故のリスクを減らし、万が一事故が発生した場合の法的責任を最小限に抑

えるのに役立ちます。 

あなた 
しかし、「きつい勾配」のスロープを設けるのは、作る側のリスクが高いと言えますね。(老人世帯
の多いマンションに法規制を破る勾配のスロープを作ります。) 
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はい、法規制を破るような急な勾配のスロープを設けることは、特に老人世帯の多いマンション

などで高いリスクを伴います。このような環境では、事故の可能性が高まり、住民の安全が脅か

される可能性があります。また、万が一事故が発生した場合、設置者は法的責任を問われる可

能性が高くなります。したがって、安全基準を満たすような設計を行うこと、または代替のアクセ



ス方法を提供することが強く推奨されます。安全対策と法的責任を考慮に入れ、専門家の意見を

求めることが重要です。 

 
 
あなた 
ありがとうございました。 
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どういたしまして。バリアフリーに関する法規制や安全対策についてのご相談があれば、いつで

もお気軽にお尋ねください。安全で快適な環境を整備することは、すべての人にとって重要です。

今後とも何かお手伝いできることがあれば教えてください。 
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